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口 

976人 
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市
 

の
 
5
 

I 

く り返しまし、 の者汁参 
などで親を失二 
23世帯の34人『一
通安全母の会 t弓
いた‘，‘乃o 

この日は、昨牛10月交通事故て’樺親を亡く L た春i捧まト｝丁・さん（五
一中I 年）が体験発表、 「家】狭を悲t参な目にあわ廿る交通事故をまち
から追放 LてくださいJ と訴えました！，また、小山教青長が励ましの
ことば青述べたあと、こどもたちは口頃の消みをふき飛ばすかのよう
に父見といっ 1.よに遊戯に興じていました。 

~ 

「交通事故
民文化会館に
これょ‘、市交
体の協J」で開 

I一 lj 子‘、A‘貢・励」．I 会」 がこのほど市 

V‘，たちを招いておこなわれました，、 
、Ff1桐f見子会長）が町内連合会などa団 

一
月
二
十

一
一日
（水
）晴
 

八
時
半
除

排
雪
の
督
励

の
た
め
建
設

課
の
ジ
ー
プ

で
、
八
木
橋

課
長
補
佐
、
 

荒
谷
係
長
と
と
も
に
出
発
。
 

す
で
に
、
除
雪
と
歩
道
パ
ト

ロ
ー
ル
に
つ
い
て
は
昨
年
十
一
一

月
六
月

（
積雪
四
五
些
）
か
ら

連
H
出
動
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
そ
の
後
さ
ら
に
積
雪

が
続
き
．
月
ト
三
日
県
か
ら
大

雪
注
意
報
が
発
令
さ
れ
、
市
で

は
こ
の
ロ
か
ら
一
、と
く
に
パ
ト

ロ
ー
ル
を
強
化
し
て
き
ま
し
た
。
 

し
か
し

一
月
十
六
日
積
雪
が
七

ト
二
些
に
及
び
こ
こ
に
豪
雪
対

策
本
部
を
設
置
，
全
面
的
な
排

雪
畠
動
に
踏
み
き
っ
た
。
す
な

わ
ち
こ
れ
は
五
所
川
原
方
式
と

も
い
う
べ
き
も
の
で
、
各
町
内

会
長
さ
ん
方
の
指
導
と
協
カ
を

得
て
除
雪
機
械
の
使
用
不
可
能

な
巾
員
「
，‘
五
。
冒
以
下
の
小

路
等
に
お
い
て
、
主
と
し
で
タ

イ
ヤ
シ
ョ
ペ
ル
と
ダ
ン
プ
カ
ー
 

等
に
よ
り
排
雪
を
実
施
す
る
も

の
で
す
。
 こ
れ
に
は
市
役
所
各

課
の
若
手
職
員
に
よ
っ
で
組
織

さ
れ
て
い
る
消
防
予
備
隊
め
諸

君
を
一
班
五
名
で
も
っ
て
七
班

編
成
し
、
安
全
の
確
認
と
誘
導

の
た
．め
紅
自
の
手
旗
、
呼
子
、
 

腕
章
、

ヘ
ル
メ
ツ
ト
を
う
け
て

二
十
日
か
ら
い
っ
せ
い
に
・排
雪
 

”了

r
J
一
 

J
 
〔
いvど
×
 

に
入
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
 

午
前
中
は
旧
市
内
を
督
励
し

て
題
っ
た
が
、
こ
の
三
日
問
で

二
十
町
内
の
排
雪
を
終
る
予
定

で
が
ん
ば
っ
て
い
た
。
 

さ
ら
に
、
福
上
町
内
会
長
さ

ん
と
岩
木
町
の
残
っ
た
雪
に
つ

い
て
打
ち
合
わ
せ
を
し
た
あ
と

鳥
森
、
 ー
ッ
谷
、
末
広
町
、
雄

田
に
つ
い
て
ひ
き
つ
づ
き
追
加

排
雪
す
る
こ
と
を
指
示
し
た
。
 

昼
は
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
プ
の

ゲ
ス
ト
に
よ
ば
れ
、
 「緑
の
自

然
、
緑
の
学
園
、
緑
の
都
市
」
 

に
つ
い
て
卓
話
を
申
し
あ
げ
、
 

一
時
半
消
防
ジ
ー
プ
に
乗
り
か

え
斎
藤
消
防
長
、
対
馬
署
長
、
 

木
村
主
査
と
と
も
に
新
市
域
の

除
雪
状
況
を
み
て
廻
っ
た
一
一石

田
坂
地
区
の
市
道
崩
壊
個
所
以

外
は
ほ
と
ん
ど
車
道
の
巾
員
が

確
保
さ
れ
て
お
り
安
心
し
た
。
 

市
の
除
雪
路
線
の
総
延
長
は
百

ニ
ト
二

・
七
キ
ロ
で
あ
る
が
、
 

早
畠
と
残
業
を
く
り
か
え
す
市

職
員
の
労
苦
に
あ
ら
た
め
て
感

謝
し
た
い
。
 

四
時
半
に
帰
庁
。
そ
の
間
東

雲
町
の
岩
谷
町
内
会
長
さ
ん
の

陣
頭
指
揮
、
そ
し
て
岩
木
川
原

に
特
設
の

ス
ケ
ー
ト
場
（
テ
ス

・

ト
中
）
の
そ
ぱ
で
り
ん
ご
の
餌

づ
げ
に
な
れ
た
番
s
e
白
鳥
が

お
り
印
象
的
で
あ
っ
た
。
五
時

か
う
商
工
会
議
所
会
頭
、
副
会

頭
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
新
年

辱
「
賞
の
打
ち
合
わ
せ
を
続
行

八
時
半
帰
宅
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市政ダイヤル 
市政についでの 

行事や予定は 

市
土
地
改
良
室
で
は
、
五
十
 
設
、
改
良
、
護
岸
、
橋
、
暗
き

年
度
に
耕
地
事
業
を
希
望
す
る
 
よ
な
ど
）
 

方
の
補
助
金
交
付
申
請
書
な
ど
 

か
ん
が
い
施
設
事
業

（
頭
首

を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
‘
 
エ
、

た
め
池
、
分
水
工
、
水
門

ム
中
請
の
期
間
 
．
月
十
日
 
掛
樋
、
用
排
水
の
新
設
）
 

ー
二
月
二
十
八

H
ま
で
 
△

補
助
の
対
象
者
 

ね
鱗
 
耕
地
事
業の
申
請
を
受
付
 
以
」購
 

補
助
金
交
付
申
請
書
に
、
①
事

業
計
画
書
、
②
収
支
予
算
書
、
 

③
議
事
録
（
写
）
を
添
付
し
て

く
だ
さ
い
一「

 

ム
補
助
の
対
象
と
な
る
事
業

農
道
施
設
事
業

（補
修
、
新
 

同
施
行
、
土
地
改
良
区
、
農
業

協
同
組
合
 

な
お
、
申
請
用
紙
は
当
室
に

あ
り
ま
す
。
 

②
 

鶴驚綴島曳・・舞 	割 

・・り味β曾み，ぐ厨 蔵鷲挙藻主地議‘ 
天地に集団移転…・・ 

冬
期
間
、
雪
に
埋
も
れ
た
“
陸
の
孤
島
〉
の
生
活
を
強

い
ら

れ
て
き
た
飯
詰
の
味
喰
ケ
沢
部
落
で
は
、
昨
秋
か
ら
す
す
め

て
い
た
部
落
の
集
団
移
転
を
こ
の
ほ
ど
完
了
し
、
部
落
民

が
佐
々
木
市
長
に
お
礼
身
泳
一
ぺ
報
告し
ま
し
た
。
 

春
か

ら
通
動

耕
作
 

下岩崎 
二―ー 

綾鱗餓呼電締麟簿鷲鰍熱●鶴驚餓誉臓曾菱鳶畿締餓締繊難鰹，澱麟議曾繊難畿雄レ 

冬
期
間
は
交
通
も
途
絶
状
態
。
 

毎
日
の
買
物
は
も
ち
ろ
ん
、
学

校
や
医
者
に
通
う
こ
ど
も
や
お

と
し
よ
り
泣
か
せ
だ
っ
た
。
 

部
落
に
は
、
十

一
戸
を
越
え

る
と
災
害
に
遭
う
と
い
う
因
習

が
あ
り
、
村
の
発
展
を
阻
ん
で

き
た
。
明
治
四
十
四
年
四
月
、
 

当
時
十
二
戸
だ
っ
た
部
落
で
、
 

「や
ち
野
沢
た
め
池
」
 
の堤
防

が
決
壊
、
三
戸
が
流
さ
れ
た
と

い
う
。
そ
の
昔
も
、
十

一
戸
を

越
え
た
と
き
水
害
に
見
舞
わ
れ

た
と
い
い
、
以
来
部
落
で
は
部
 
 

落
内
で
の
分
家
を
禁
止
、
二
、
 

三
男
は
村
を
出
た
、
と
い
わ
れ

る
。
 

し
か
し
、
 交
通
や
生
活
の
不

便
さ
に
こ
り
た
部
落
民
が
四
＋

七
年
頃
か
ら
一
、
二
戸
と
離
村

昨
年
の
夏
に
は
五
戸
だ
け
残
り

下
岩
崎
の
坂
本
庸
一
氏
ら
の
尽

力
も
あ
り
集
団
移
転
に
踏
み
切

っ
た
。
 

集
団
移
転
し
た
の
は
、
笠
井

政
市
さ
ん
（
七
五
）
ら
五
戸
、
 

三
十
数
人
家
族
で
、
飯
詰
本
村

の
北
隣
り
下
岩
崎
字
崖
塞
～原
の

高
台
ー
力
所
に
そ
れ
ぞ
れ
新
居

を
構
え
た
。
春
か
ら
は
、
こ
れ

ま
で
の
水
田
を
通
勤
耕
作
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
 

市
で
は
、
移
転
先
の
宅
地
、
 
 

住
宅
建
築
資
金
の

一
部
と
し
て

一
戸
当
り
百
万
円
を
無
利
子
（
 

七
年
慣
還
）
で
貸
し
付
け
し
ま

し
た
が
、
移
転
の
完
了
し
た
山

口
十
四
夫
さ
ん
ら
五
人
が
，
「
」
 

の
ほ
ど
佐
々
木
市
長
を
訪
れ
お

礼
を
述
べ
ま
し
た
。
 

こ
と
し
一
月
か
ら
、
し
尿
の

汲
み
取
り
は
、
衛
生
社
に
よ
る

地
区
別
の
割
り
当
て
制
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
 

衛
生
社
別
に
よ
る
汲
み
取
り

地
区
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

△
小
田
桐
衛
生
社

（
元
町
、
 

電
話
⑤
）三
O
八
五
番
）
 

飯
詰
、
七
和
地
区
 

△
高
橋
衛
生
社
（
霞
ケ
台
、
 

電
話
⑤
西
三
九
五
番
）
 
 

三
好
、
長
橋
地
区
 

A
渡
辺
衛
生
社
〔
未
広
町
、
 

電
話
⑤

二
二
八
八
番
）
 

中
川
、
松
島
、
毘
沙
門
地
区
 

△
菊
地
衛
生
社

（湊
、
電
話
 

⑤
四
三
九
五
番
〕
 

栄
、
梅
田
地
区
 

な
お
、
旧
市
内
は
四
社
い
ず
 

れ
で
も
汲
み
取
り
に
応
じ
る
こ
 

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

（
市生
活
環
境
課
）
 

昧
附
ケ
沢
部
落
は
、
市
街
地

か
ら
北
東
に
九
キロ
、
飯
詰
ダ
ム

に
通
じ
る
五
所
川
原
ー
青
森
線
 

の
県
道
か
ら
北
に
ニ
キロ
の仙
狭

い
部
落
。
新
田
開
発
で
拓
け
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
集
落

の
時
期
は
定
か
で
な
い
。
 

村
に
は
、
除
雪
車
が
入
る
こ

と
が
で
き
な
い
旧
森
林
軌
道
の

砂
利
道
が
通
っ
て
い
る
だ
け
で
、
 

下岩崎の集団移転地・新居も完成 

佐々木市長に移転完了を報告する部落民 

ー
し

尿

の
汲

み
取

り
 

衛
生
社
が
地
区
別
に
 

 

(
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生活環境 

パトロール本部 
住みよし、 

環境づくり i，二 

帯 

たこ絵教室盛況 は瞥麗nflfl, iiiJ- 鈴薫驚 
こなわれ、児童、生徒100人が参加して、早朝から臓況でした， 
この教室は、市教委社会教育課が、子どもたちに昔の遊具のよさ

と、手づくりの楽しさを知ってもらうため、木遺高校職員の安出さ
んを講別Iに、絵の描き方と骨組みを教わったものです4 

この教室で作られたたこは、 2 月 9 日（日）北斗グラウンドでお

こなわれる、第 3 回雪まつりのたこあげ大会で元気よく大空に舞う

ことでしょう。 

⑤
 

可き‘、市庁舎裏の

オオハクチ与ウが 

”
旦
 力
 

てきた tJので、上

す」。 （北農林事 

ハクチョウ飛来蘇命農；ま 
姿をみせ、雪の川原を散策？しでいた。 

r冬、 十三湖に飛来したのが、川伝えにのぼっ 

流の鶴田、藤崎、弘前でもみかけることができま 

 

 

、

、
 あ

す
な
ろ
国
体
の
 

標
語
を
募
集
中
 

五
所
川
原
会

場
 

こ
と
し
も
、
市
民
の
ご
協
力

に
よ
り
事
件
と
事

故
の
な
い
住

み
よ
い
ま
ち
に
し
た
い
と
思

い

ま
す
。
 

事
件
の
未
然
防
止
に
 

△
白
ら
犯
罪
の
被
害
者
に

な

ら
な
い
こ
と
 

△
地
域
か
ら
犯

罪
者
を
出
さ

な
い
こ
と
 

.
 

 

全
犯
罪
の
約
八
O
％
強
が
ド
 

ロ
ボ
ー
、
い
わ
ゆ
る
窃
盗
事
件

で
す
。
ド
ロ
ボ
ー
の
被
害
に
あ

わ
な

い
た
め
に
も
 

一
、
多
額
の
現
金
を
家
な
ど

に
お
か
な
い
こ
と
 

ニ
、
買
物
に
必
要
以
外
の
現

金
は
持
ち
歩
か
な
い
 

外
出
す
る
際
に
は
戸
締

り
を
厳
重
に
し
、
近
所
の
人
に

頼
ん
で
外
出
す
る
こ
と
 

自
動
車
、
自
転
車
に
は

必
ず
カ
ギ
を
か
け
て
か
ら
難
れ

る
こ
ン
）
 

不
幸
に
し
て
犯
罪
の
被
害
に

か
か
っ
た
と
き
は
、
昼
夜
の
別
 

な
く
、
で
き
る
限
り
早
く
讐
察

に
知
ら
せ
る
こ
と
、
で
き
る
限

り
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
警
察
に

知
ら
せ
る
こ
と
、
を
確
実
に
や

っ
て
く
だ
さ
  い
。
 

こ
と
し
も
大

雪
の
気
配
が
あ

り
ま
す
の
で
、
 

屋
根
の
雪
お
ろ

し
の
励
行
に
つ

と
め
、
と
く
に

本
造
の
住
家
な

ど
は
、
五
十
誉

以
上
の
雪
を
屋

根
に
の
せ
な
い

よ
う
に

つ
と
め

る
こ
と
。
 

△
道
路
上
、
 

、ま
た
は
隣
家
、
隣
地
な
ど
に
屋

根
雪
が
落
下
す
る
お
そ
れ
の
あ

る
も
の
は
、
雪
止
め
な
ど

の
防

止
そ
置
を
し
、
事
故
や
紛
争
な

ど
の
起
き
な
い
よ
う
に

つ
と
め
 

る
こ
と
。
ま
た
、
道
路
上
に
は
 
 

絶
対
に
雪
を
投
げ
捨
で
な
い
一
一

と
。
 

△
出
入
り
口
の
除
雪
、
排
雪

に
つ
と
め
、
非
常
の
場
合
に
備

え
る
こ
と
。
 

と
く
に
、
病
院
、
映
画
館
、
 

集
会
場
、
デ
パ
ー
ト
、
旅
館
、
 

ア
パ
ー
ト
、
寄
宿
舎
、
養
老
院

学
校
、
そ
の
他
人
の
多
く
出
入

り
す
る
屋
外
階
段
、
避
難
通
路

な
ど
の
除
雪
、
排
雪
に
つ
と
め

常
時
機
能
を
確
保
L
で
お
く
こ

と
一」

 
△
作
業
上
の
危
険
防
止
に
も

注
意
す
る
こ
と
 

応
募
の
き
ま
り
 

△
資
格
 
五
所
川
原
市
民
で

自
作
、
未
発
表
で
あ
る
二
と
 

応
募
の
方
法
 

文
書

に
よ
る
応
募
で
、
末
尾

に
は
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職

業

（
学
生
は
学
校
名
と
学
年
｝
 

明
記
の
こ
と
一
一特
殊
な
読
み
方

の
漢
字
に
は
ふ
り
が
な
を
。
 

△
応
募
の
締
切
 
二
月
ニ
ト

日
（
当
H
必
着
の
こ
と
〕
 

△
ほ
う
賞
 
入

選
作
品
に
は

表
状
と
記
念
品
を
さ
し
あ
げ
ま
 

‘
り
・

‘
 

 △
発
表
 
四
月
一
口
 

△
作
品
の
送
り
先
 
五
所
川

原
市
岩
木
町

一
二
、
三
道
会
館

内
、
第
三
十
二
回
国
民
体
育
大

会
、
 
「
五
所
川
原
市
準
備
委
員

会
事
務
局
」
あ
て
 

「
犯
罪

と
事
故

の
な
い
 

一
 

住
み
よ

い
ま
ち
に
 

務所林務課の話） 

歳末異常なし 市少年補導センターでは、学校警察 
連絡協議会（土岐清美会長）と少年補導

協力員連絡会（鶴谷正夫会長）と共催で、毎年，学校の春夏・冬休

みの期間中街預補導を実施していますが、今冬はとくに、佐々木市

長や阿保警察署長の提案により、買物客でにぎわう12月30目に歳末
特別パトロールをおこないました。 



国
民
年
金
の
支
払
い
は
、
年

四
回

（
通算
老
齢
年
金
は
二
回
 

）
の
支
払
い
期
月
ご

と
に
み
な

さ
ん
が
指
定
し
た
金
融
機
関
、
 

ま
た
は
郵
便
局
を
通
じ

自
動
的

に
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
た
め
、
今
後
ひ
き
続
レ
て
 

3 月15 

50年度の市民税、県民税の申告時期（ 2 

市では、みなさんに対するサービスと税の正確を

期し申告がしやすいように各地区ごとに申告相談所

を設けご相談に応ずることにしました。 

市県民税の申告相談 

日）がまいりました 

月13 H- 

お気軽にお 

。 

し、でください。 

駆
 
中
 

川
 

（
 

、
門
 

好
 
松
 

島
 

飯
 
詰
  

I

l
[
I
 

 
曜 相談会場 時 	間 対象区域 

1314 っ）ク一ウ 
水
木

金
 

中 川 支 戸li 
ク 	ク 

9.00-15.00 
ク 	ク 

川日」 
種井、中泊 

沖飯詰小学校 ノ’ 	ク 桜田．沖飯詰 
I.!'川の方は市民 
会館第 I 会繊宝 
、3 」1151lにお 
、、でください。 

2. 
2. 

15 
17 

土
月
 

栄
 
支
 
折
 

 4
.
 

'
F
 

 

9. 00' 15 . 00 
ク 	ク 

稲実、姥やち
七ッ館、広田 

澄の方は市民会 
館第 I 会議室へ 
3J11011 :: is'.' 
でくださし・ 

2. 
2. 

18 
19 

火
水
 

長富集会所 
毘沙門小学枚 

9.00~ 15.00 
'0 	0) 

長富 
毘沙門 

2
2
2
 
2
2

2
 
0

I
2
  

.
 

.
 

.
  

木
金
土
 

三 好 支 所 9.0O--i5.0o 高瀬、鶴ケ岡 
ク 	ク 

う 	み 

ク 	ク 

9.00-12.00 
藻川 
ク 

2. 24 月
 

k
 

乍
 

松 島 支所 9.00-15.00 水野尾、米田 
唐笠柳、漆川 

2. 25 ク 	ク ケ 	ケ 吹畑、石岡、 
金山 

2- 26 与 	ケ ク 	中 一野坪、太7) 
打、松島町、 
十川町 

2. 27 木
金
土
 

飯詰公民館 9.00-15.00 橋 L， ド岩崎 
2. 28 ク 	み ク 	‘ 橋下 
3. 1 ク 	う 9.00-12.00 ク 

年
金
を
お
支
払
い
す
る

た
め
に
は
、
み
な
さ
ん

の
現
状
を
確
認
し
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
確
認
の
た
め
、
 

老
齢
年
金
ま
た
は
通
算

老
齢
年
金

の
受
給
者
は

二
月
十
五
H

ま
で
に
 
「
 

受
給
権
者
現
況
 

届
」
を

提
出
し
 

て
い
た
だ

く
こ
 

と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
 

今
回
、
提
出
し

て
い
た
だ
く

力
は
、
四
十
九
年
二
月
十
五
日

以
前
か
ら
老
齢
年
金
ま
た
は
通

算
老
齢
年
金
を
う
け
て
い
る
方

で
す
。
こ
れ
ら
の
方
に
は
、
す

で
に
社
会
保
険
庁

（
東京
）
か

ら
現
況
届
の
用
紙
が
届
い
た
と

思
い
ま
す
の
で
、
二
月
十
五
日

ま
で
必
ず
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
 

こ
の
現
況
届
を
提
出
し
な
い

と
、
こ
と
し
の
六
月
期
以
降
の
 
 

年
金
の
支
払

い
が
う
け
ら
れ
な

く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
 

（
市
健
康
年
金
課
国
民
年
金

係
）
 

1

納
税
証
明
書
は
J
 

r早
期
に
請
求
を

L
 

入
札
参
加
、
医
療
費
負
担
、
 

借
入
申
込
な
ど
で
納
税
証
明
書

を
必
要
と
す
る
方
は
、
事
務

の

混
み
あ
う
二
月
中
旬
か
ら
三
月

中
旬
ま
で
の
所
得
税
の
確
定
申

告
時
期
は
で
き
る
だ
け
さ
け
、
 

お
そ
く
と
も
二
月
十
五
日
ま
で

に
、
ま
た
は
遅
れ
て
も
四
月
以

降
に
請
求
さ
れ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。
 

（
五
所
川
原
税
務
署
）
 

旧
警
防
団
令
に
よ
る
警
防
団

員
で
あ
っ
た
方
で
、
旧
防
空
法

の
規
定
に
も
と
づ
い
て
防
空
に

従
事
し
死
傷
し
た
警
防
団
員
と

そ
の
遺
族
（

こ
れ
ま
で
特
別
支

出
金
の
支
給
を
受
け
な
か
っ
た

方
）
に
特
別
支
出
金
が
支
給
さ

れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
〔
 

支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
と

き
は
、
二
月
二
十
八
日
ま
で
、
 

必
要
な
書
類
を
市
長
、
県
知
事

を
経
由
し
、
自
治
大
臣
に
提
出

す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
 

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は

で
き
る
だ
け
早
く
お
そ
く
と
も

二
月
十
日
ま
で
五
所
川
原
地
区

消
防
事
務
組
合

消
防
本
部
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
 

1

造
林
用
苗
木
の
ー
 

r注
文
を
受
付

け

ー
 

市
農
林
課
で
は
、
五
十
年
度

の
春
植
え
造
林
用
の
苗
木
の
注

文
を
受
付
け
し

て
お
り
ま
す
。
 

△
受
付
樹
種
 
ス
ギ
、

ア
カ

マ
ツ
、
ク
ロ
マ
ツ
、
キ
リ
（
補

助
対
象
）
そ
の
他
の
樹
種
 

△
注
文
締
切
り
 

二
月
十
五
日
ま
で
 

△
受
付
け
地
区
 
梅
沢
、
栄

松
島
、
毘
沙
門
、
中
川
、
三
好
 

な
お
、
そ
の
他
の
地
区
は
、
 

各
支
所
に
お
間
い
あ
わ

せ
く
だ

さ
い
。
 

市
水
道
課
で
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
の
で
、
預
金
通
帳
と
印

鑑
（
通
帳
に
使
用
の
も
の
）
、
 

水
道
料
金
の
領
収
書
（
最
近
の

も
の

一
枚
）
、
収
入
印
紙

一
枚
 

（
五十
円
）
を
ご
持
参
願
い
ま
す
。
 

取
扱
い
金
融
機
関
 

青
森
銀
行
五
所
川
原
支
店
 

青
和
銀
行
五
所
川
原
支
店
 

津
軽
信
用
金
庫
五
所
川
原
支
店

東
奥
信
用
金
庫
五
所
川
原
支
店

弘
前
相
互
銀
行
五
所
川
原
支
店
 

犬
の
放
し
飼
い
は

や
め
て
 

犬
を
放
し
飼
い
す
る
と
、
県

飼

い
犬
取
締
条
例
に
よ
り

罰
金

を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
 

保
健
所
で
は
、

随
時
麻
酔
銃

に
よ
り
野
犬

の
補
獲
を
お

こ
な

っ
て
お
り
ま
す
が
、

命
中
部
位

に
よ
り
死
亡

す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す

の
で
、
絶
対

に
犬
を
放
さ

な
い
で

く
だ
さ
い
。
 

（
五
所
川
原
保

健
所
）
 

水
道
料
金
の
納
入
に
 

口

座
振
替

の
ご
利
用
を
 

老
齢
年
金
の
受
給
者
は
 

十
五
日
ま
で
現
況
届
を
 

赤
十
字
社
員
 

増
強
運
動
に
ご
協
力
を
 

 

一赤
十
字
、
危
急
の
と
き

の
い
の
ち
綱
h
 

昭
和
五
十
年
度
の
、
み
ト

字
社
員
増
強
運
動
と
社
資
募

集
が
、

．
一
月
一
日
か
ら
ー
カ

月
間
、
県
下

い
っ
せ
い
に
お

こ
な
わ
れ
ま
す
。
 

市
の
目
標
額
は
、
二
百
七

十
九
万
四
千
四
百
円
で
す
が

期
間
中
町
内
会
や

部
落
会
な

ど
の
協
賛
委
員
の
方

々
が
み

な
さ
ん
の
家
庭
を
訪
間
し

ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
 

 

   

特
別
支
出
金
を
支
給
 

死
傷
し
た
旧
警
防
団
員
に
 


